





























Students’ Prejudice about Language（in the class 

















































































































































































































































































































































この 12 と次の 13 は同じことを聞いている。つまり、ある二つの言
語が同じ言語か、あるいは別の言語か、というのが、「通じるかどうか」
が判断基準かということである。



























正 解 は、14，15 と も に × で あ る。14 の 不 正 解 者 数 は 58 名、







































































5 ～ 6 歳の男に「ボク、何して遊んでいるの」とか、同年齢の女の
子に「ワタシ、お名前は」というのが、そんなに変なのだろうか。
また喧嘩をしている時など、相手（2 人称）を「オノレ」や「ワレ」、
「テメエ」と、本来話し手自身を指す呼称（1 人称）で呼ぶのは、間
違いだというのだろうか。これと全く同じ現象である。
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3　まとめとして
2018 年度に行われた新入生向けの「国際文化情報学入門」という
講義を題材に、最終試験の結果を詳しく観察することによって、「言語」
に関する一般の（「言語学」といった内容の授業を受けていない）日
本人の意識について、若干の考察が得られたと思う。
彼らの意識は、ただものを知らないだけであるとはいえ、偏見に満
ちたものであった。
筆者は、以前「文化的偏見」についての考察を発表した際に、「わ
れわれ言語学に携わる者は、知らないが故の素朴なエスノセントリッ
クな見方に代えて言語学的なものの見方をもっと一般に広めていくと
いう責任があるのではないだろうか。」と書いた⑤が、その使命はい
まだ終わっていないようだ。
注
① 江村（2005）
② 千野（1999）pp.85-86
③『シラバス』p.31
④ 江村（2002）p.283
⑤ 江村（2005）p.51
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